
 

図３ 各プローブピンの径方向分布 
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周辺プラズマ研究において、方向性プローブは

周辺部プラズマフロー計測や、損失高速イオンの

計測に用いられている。ヘリオトロンJでは、先行

研究において、静電プローブ、サーマルプローブ

及び磁気プローブを搭載したハイブリッド方向

性プローブを用いて、高速イオン励起ＭＨＤ揺動

に起因する高速イオン損失の応答を主として調

べてきた[1]。また、閉じ込め改善モード遷移時に

は周辺部フローの構造変化が観測に成功してい

る[2]。本研究では、ポロイダル・トロイダルフロ

ーの同時計測、及び磁気プローブの感度向上を目

的に、新規プローブを設置した。 

 プローブ設置位置の真空容器断面図と真空磁

気面形状を図１に、改良した方向性プローブを図

２に示す。図２に示すように、プローブヘッド(φ

40mm)はその周方向にch1からch5までのプローブ

電極ピン(φ5.5mm)を有しており、単一放電でプ

ラズマフローの方向を計測可能である。ヘッド中

心には磁気プローブが取り付けられており、垂直

磁場方向の計測感度を上げるために、スリットを

設けた。 

 開発したプローブを用いて、ECHプラズマにお

いてイオン飽和電流の径方向分布の計測を行っ

た。結果を図３に示す。最外殻磁気面内側へ向か

ってイオン飽和電流の値は各チャンネルとも上

昇していることが観測された。トロイダル方向、

ポロイダル方向に対称におかれた各チャンネル

から、イオン飽和電流値に差異が観測された。各

方向のフローの存在に起因してイオン飽和電流

の非対称性が生じていると考えられるが、今後よ

り詳細に調査する。 

 またNBI加熱プラズマにおいては、バーストを

伴った高速イオン励起不安定性に起因する磁場

揺動、それと同期したイオン飽和電流の変化を観

測しており、高速イオン損失の応答が十分検出可

能であることを確認できた。 
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図１ プローブ設置位置の磁気面 

 

図２ プローブヘッドの先端と側面 
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